
様式第１号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

地域課題解決型再生可能エネルギー導入推進事業費補助金交付申請書

第 号

令和６年４月 19 日

静岡県知事 ○○ ○○ 様

所在地 ○○県○○市・・

名 称 ○○株式会社

代表者 代表取締役社長 静岡太郎

令和６年度において地域課題解決型再生可能エネルギー導入推進事業を実施したいので、補助金

を交付されるよう関係書類を添えて申請します。

１ 交付申請額 １,５７５,０００円

（補助金所要額） （補助金に係る消費税仕入控除税額等） （補助金額）

１,５７５,０００円 － ０円 ＝ １,５７５,０００円

２ 事業の目的

○○○○の特徴のある○○設備を導入し、○○○○○○○地域の○○○○○○○○の課題に

ついて、○○○のとおり、改善することを目的とする。

口座振替先 金融機関名 ○○○○○○○○○○

支店名 ○○○○○○○○○○

口座種別 ○○○○○○○○○○

口座番号 ○○○○○○○○○○

口座名義人（カナ） ○○○○○○○○○○（○○○○○○○○○○）

（注） 以下の項目についても記載すること。

責任者 職・氏名 ○○○○・○○○○○○

作成者 職・氏名 ○○○○・○○○○○○

押印不要

空欄のまま

記載不要



様式第２号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

事業計画書（変更事業計画書、事業実績書）

１ 事業計画

○○○○○○○水系を対象に、現地調査（夏季･冬季の２回）及び既存資料調査を実施すると

ともに、○○○○○式水車（○kW）の導入可能性を検討する。

２ 事業費

（１） 事業に要する費用 ６，９３０，０００円（税込み）

（２） 補助対象経費 ６，３００，０００円

（３） 補助金交付申請額 １，５７５，０００円

（４） 事業経費の配分内訳

委託費：６，０００，０００円

使用料：（調査機器賃借料） ２００，０００円

（データ測定施設利用料） １００，０００円

消費税： ６３０，０００円

合 計：６，９３０，０００円

３ 事業実施スケジュール

○月～○月：現地調査、ヒアリング調査

○月～○月：図面作成

○年○月～○月：とりまとめ

○年○月○日：事業完了

（注）変更事業計画書の場合は、変更前の計画を上段に括弧書きし、変更後の計画を下段に記入す

ること。

当初、変更、実績に合わせ

て、見え消し

見積書毎など、細目を

記載すること

（工事の場合）

○○水系における○○式水車（○kW×○台）の設備を導入する。電力は○○に利用する。

本事業の知見をもって、○○地域での水力発電の導入拡大を目指す。 など

対象事業や設備種別に合致し

ないものは除外していること

補助率又は補助上限額のいずれか

小さい金額となっていること



様式第３号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

収支予算書（変更収支予算書、収支決算書）

１ 収入の部

２ 支出の部

区 分

予 算 額

（変 更 予 算 額）

（ 決 算 額 ）

（ 予 算 額 ）
比 較

備 考
増 △減

県補助金

自己資金

円

１,５７５,０００

５,３５５,０００

円 円 円

計 ６,９３０,０００

区 分

予 算 額

（変 更 予 算 額）

（ 決 算 額 ）

（ 予 算 額 ）
比 較

備 考
増 △減

委託費

使用料

消費税

円

６,０００,０００

３００,０００

６３０,０００

円 円 円

計 ６,９３０,０００

当初、変更、実績に合わせ

て、見え消しとする
（当初の場合）

収入と支出の金額が一致して

いること



要領様式第１号

市町からの推薦状

○○年 ○○月 ○○日

静岡県知事 ○○ ○○ 様

○○市長 ○○ ○○

地域課題解決型再生可能エネルギー導入推進事業について、地域の課題解決に資する適切な事業

計画を有する者として下記の事業者を推薦します。

記

※ 交付要領第３の３交付条件に基づく推薦状

導入候補地の存する市町から、地域と共生する再生可能エネルギー利活用設備の先進的なモデ

ル導入事例として推薦を受けていることを要する。

推薦を受ける

事業者

名称 株式会社○○○○○○○○○○

代表者氏名 代表取締役社長 静岡太郎

推薦の理由

※

○○地区の関係者との合意形成を適切に行っており、○○○○の導入によっ

て、○○○の解決が図られることに期待されるため、推薦する

市町担当者

連絡先

所属・役職・氏名 ○○○・○○・○○ ○○

電話番号 000-0000-0000

メールアドレス 00000@0000.jp

課長名等でもよい 市長・町

長名のいずれか一方のみとす



要領様式第２号

事業の概要

１ 事業者

２ 事業計画

（１）これまでの取組状況（計画・設計、法令・許認可の手続き、地元調整・合意形成の状況等）

申請者

名称 株式会社○○○○○○○○○○

代表者氏名 代表取締役社長 静岡太郎

住所
〒○○○－○○○○

静岡県○○○○○○○○○○○○

設立年月日 ○年○月○日

事業内容・活動内容
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○

民間の

企業等

業種 ○○○○業

資本金 ○○,○○○千円

従業員数 ○○名

非営利

団体

会員数 ○○名

直近事業年度・事業費 ○年 4月～○年 3月 ・ ○○,○○○千円

事務局 常勤（ ○○ ）名 ・ 非常勤（ ○○ ）名

担当者

所属・役職・氏名 ○○○・○○・○○ ○○

電話番号 000-0000-0000

メールアドレス 00000@0000.jp

区分 期間 概要

計画

調査

基本設計

地元調整

許認可手続き

実施設計

○年○月～

○年○月～○年○月

○年○月～○年○月

○年○月～

○年○月

○年○月～

○○施設の○○について○○の経緯で

導入検討開始

○○川の流量調査を○社に依頼

○○社に依頼、○○システムを採用

○○を通して○○関係者に説明を実施

○○に基づく○○の提出



（２）本年度の工程表

３ 実施体制

（１）本年度の実施体制

（２）本年度の実施体制図

（３）次年度以降の実施体制

区分 ６～９月 10～12 月 １～３月

現地調査

ヒアリング

図面作成

とりまとめ

事業者名 住所 業務とのかかわり

A社 ○○○○○○○○○○○○ ○○の施工

B ○○○○○○○○○○○○ ○○の施工

C ○○○○○○○○○○○○ ○○の施工

D ○○○○○○○○○○○○ ○○の設計

E ○○○○○○○○○○○○ コンサル（○○を担当）

事業者名 当社との関係 実施期間及び内容

○○社

○○社

○○地区○○団体

委託

委託

協定先

年１回程度、定期点検

燃料調達

○○の際、○○で連携する

申請者

BA

E

D

C



４ 事業費

（１）経費区分ごとの事業費用の配分

＜委託費＞

＜使用料＞

＜謝金旅費＞

（２）事業内容

種 別
補助事業に

要する経費
補助対象経費

補助金交付

申請額
備 考

現地調査 3,000,000 3,000,000 1,500,000

基本設計・図面

作成
3,000,000

3,000,000 1,500,000

計 6,000,000 6,000,000 3,000,000

種 別
補助事業に

要する経費
補助対象経費

補助金交付

申請額
備 考

調査機器賃借料 200,000 200,000 100,000

データ測定施設

利用料
100,000

100,000 50,000

計 300,000 300,000 150,000

種 別
補助事業に

要する経費
補助対象経費

補助金交付

申請額
備 考

外部専門家に対

する謝金
100,000

100,000 50,000

計 100,000 100,000 50,000

対象事業 可能性調査事業 ・ 設備導入事業

設備種別 水力発電

設置予定

設備仕様

（設備名称、製造メーカー、出力・規模、仕様、特徴など）

○○水車、○○発電機、○○kW×○台、メーカー等未定

使用水量○○㎥／s、総落差○○m、有効落差○○m、最大出力○○kW

実施場所

(所有者等)

○○○○○

（○○所有の土地）

実施内容

○○川の流量は○㎥/ｓの見込みであり、有効落差は○ｍを想定し、発電に十分な

環境と見込まれる。可能性調査事業のため○○設備を○○地点と○○地点に設置

し、… など詳細を記載する

＜設備導入の場合＞

配管工事（○○のための○○）

該当がない区分は省略

（設備導入の場合）詳細設計費、機

械装置等購入費、工事費

対象経費が分かるように

見積書単位で業務内容を記載



５ 効果

（１）地域課題解決効果

（２）その他の事業効果

電気工事（監視装置、警報装置、配電工事）

土工事（埋設配管）

建築工事（○○○・補助対象外）など 工事内容も記載

エネルギー

の使用用途
○○設備に利用し、余剰電力を売電（○○電力会社による）

経済性

（設備利用率等による発電量、省エネ・廃棄物削減等のコスト低減、燃料調達、

維持管理、その他収入・経費等について）

発電量：○○○kWh、設備利用率○○.○％（○○日／年）から算定

収入：○○会社に○○の計画、年○○円の見込み

低減コスト：○○に利用し、年○○円の効果見込み

資源・場所：土地利用に年○○円、木材手配に年○○円

維持管理：○○社で保守管理、○○社で運営 計○○円

その他：○○で○○円の効果

投資回収年数（収支見通し）：○○年

地域課題

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

解決への

具体的な

手法

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

他地域への

波及効果

地元の製造会社と共に開発した水車であり、設計施工までパッケージ化して横展

開できるものと考えている。○○拠点での事業計画がある。

導入の

一般的課題

の解決

（先進性、優位性、新規性等も含む）

○○会社の○○システム ○○の利点があり、○○等で採用実績あり

○○により災害時の○○を監視し、○○により制御する。

その他

○○株式会社の現在使われていない取水設備を利用することで費用を抑える

具体的な計画を記載ください。

ヒアリング審査において最も配点が高い項目です。


